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第４章 個別事例報告

Ⅰ．農機一般

１．トラクター

（１）作業機の取り替え、修理中の事故

１．トラクター （１）作業機取替 ① １

乗用トラクターにプラウ装着中、ローワリンクヒッチの左側を装着し、次いで右

側を入れようとした時、左側が外れ、その衝撃で右側を持っていた右手小指をロ

ーワリンクヒッチとローワリンクとの間に挟まれ、右手小指切創、末節骨骨折、通

院1.5ヵ月 （平成23年10月 午後4時頃、男性・51歳 圃場にて）

事故の概況

プラウ（18インチ3連リバーシブル）

をほ場でトラクタに装着する作業を行っ

ていた。プラウから取り外したローワリ

ンクヒッチ（直径約3.5cm、長さ約1.2m、

重さ約3kg）を、トラクタのローワリン

クに取り付けようとして左手側を差し込

み、次に右手側を差し込もうとしたとこ

ろ、先に差し込んであった左手側が外れ

落ちたため、右手の小指がローワリンク

ヒッチとローワリンクの間に挟まれた。

家人にて病院へ、２～３針縫合。簡単な ローワリンクヒッチの装着状況

事故と思っていたが、思った以上に重傷で、神経が切れており、現在も牛の世話など十分

に出来ない。

事故原因と対策

体調は、あまり良くなく風邪気味で少しぼ

っーとしていた。ローワリンクヒッチの持ち

方が悪かった。つまり、ヒッチの差し込み部

分に小指を出して持っていた。また、左側を

指した時にすぐにリンチピンを刺して止める

べきであった。

右手小指を差し込み部分に出していた。
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１．トラクター （１）作業機取替 ② ２

乗用トラクターから作業機（ストローチョッパー）を外す際、ユニバーサルジョイ

ントが外れて落下し、クロスジョイント部に指が挟まり、右小指を骨折、薬指打撲、通

院２ヵ月以上 （平成25年8月 11時半頃 男性・54歳）

事故の概況

ストローチョッパ（フレールモア）を

トラクターから外す作業中、ユニバーサ

ルジョイントが落下しないように、ジョ

イントカバーの連れ回り防止用チェーン

をトップリンクにかけてユニバーサルジ

ョイントのトラクター側を右手に持って

外したところ、チェーンが切れて落下し

た。その際、右手の薬指と小指がクロス

ジョイント部に挟まって、薬指を打撲、

小指の第 1関節を骨折した。
患部が変形しており、近医を受診した

が対応出来ずとのことで、総合病院受診、 ストローチョッパー

その日のうちに手術、通院中。

事故原因と対策

作業手順は間違っていないが、本来は落下防止用には作られていない、連れ回り防止用

チェーンを落下防止に使ってしまったために、チェーンが切れたときの対処ができなかっ

た。

作業機が大きいとユニバ

ーサルジョイントも太く、

重くなるが、着脱時の落下

対策がユニバーサルジョイ

ント自体には施されていな

い。また、着脱する場所も

作業機とトラクターの間は

狭く、開放的でない空間で

の着脱作業となるので、ユ

ニバーサルジョイントを保

持する台座などの開発が必

要と考えられる。

指が挟まった状態
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１．トラクター （１）作業機取替 ③ ３

オートヒッチのついたトラクターに代掻きハローを装着しようとして、ローアリン

クの上に乗って作業をしていた当事者の足の薬指と小指の間に、ヒッチ受け手のフッ

ク先端が挟まる。 （平成25年 8月 11時頃 男性・60歳 納屋の庭先）

事故の概況

代掻きハローをオートヒッチのついたトラクターに装着しようとしてバックしたところ

トップヒッチとハロー部トップフックの位置が離れていて装着できないため、トラクター

左側ローアリンクに乗り、ハロー整地版ロックレバーをトラクター側に右手で引き寄せな

がら左手でトラクターの油圧レバーを上昇させ、合致させようとした。

この時長靴の上から右足の薬指と小指の間にハロー左側受け手フック先端部に挟まれロ

ックされてしまった。この油圧レバー操作時、足下は見ていなかった。自力でオートヒッ

チの左右ロアーのロックを外し、トラクターの油圧レバーを操作し脱出した。

事故直後は痺れがあったが指を動かすことができたので軽傷と自己判断をしていたが後

に腫れてきたので湿布薬を1週間使用した。医者には行かなかったが痛みは3ヶ月続いた。

事故原因と対策

ロアリンクのバーに乗り、無理な体勢でハロー側フック位置矯正とトラクター油圧レバ

ーを操作し、その

ため、注意すべき

足下の危険性まで

認識できていなか

った。また、本人

の弁として、「作

業機の着脱は基本

を守ることが必要

と再認識した」と

のことであった。

また、この時安

全靴を履いている

ことで、受傷せず

に済んだとも考え

られる。

 

 

ﾛｰｱﾘﾝｸに足を置いた

ハローのフック部

右足をﾛｰｱﾘﾝｸに足を置いていて、オートヒッ
チ装着の際ハローのフックとの間に挟まれた
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１．トラクター （１）作業機取替 ④ ４

トラクターのバランスウェイトの取付金具を外す作業中、金具が落ちて右手の甲を

切る （平成25年6月 午後5時頃 男性・52歳）

事故の概況

酪農経営であるので朝晩、給餌と清掃作業、搾乳作業を行っている。

事故当日は、牛の管理作業を終了した後、午後3時半頃からトラクターにつけてあった

バランスウェイトの取り外し作業を行っていた。

バランスウェイトは1つ40kgの錘が6個付いており合計240kgあり、これをトラクターに

取り付けができるよう金具が設置してある。バランスウェイトはロープをかけ、フォーク

リフトで持ち上げ取り外しを行った。

次にトラクターに設置してある金具を取り外すため、ナットを取りはずしバランスウェ

イトを受け止める金具を外そうとしたとき、金具が手に当たって右手甲を切った。

出血が激しかったが、傷絆創膏を貼って牛舎での作業をやり始めた。しかし、血が止ま

らず、軽トラックで近医受診、しかし時間外で治療を受けることがでず、別の医院を受診。

３針の縫合と破傷風の予防治療を受けた。翌日、手の腫れがひどくなった。

事故原因と対策

バランスウェイトを受け止めている金具を外す作業は今回が始めてであった。

240kgの錘を受け止める金具であるので、金具の重さがかなりあり、手で持てるかどう

か心配であったが、金具の取り外しを行った。

金具は４本のボルトで支えてあり、金具の取り外しを行ったとき、１本のボルトに引っ

かかり、右手に当たって

しまった。今までトラク

ターの前輪が浮き上がる

ことがなかったので、今

後はバランスウェートの

取り付けを行わないこと

にした。

「初めての作業」であ

り、事前に持てるか「不

安」との２つの因子が重

なった場合、最大限の安

全策を取るべき、との警

告と考えられる。
バランスウエイトをフォークリフトで外した後、30kgの取付金具を手で
持って外そうと、４本のボルトを外し降ろそうとしたとき、１本が引っか
かっていて、右手甲切創



- 86 -

１．トラクター （１）作業機取替 ⑤ ５

トラクターにロータリーを取付のためのユニバーサルジョイントを装着時、重くて

体勢が不自然であったため腰を痛める。腰椎圧迫骨折、入院10日。

（平成25年 3月10時頃 男性・81歳）

事故の概況

春の耕耘作業をする準備として、トラクター（25馬力、3年前に新車で購入）に取り付

けてあったバケットを外し、ロータリーをつけようと、自宅の倉庫で作業を開始した。床

はコンクリート舗装され、傾斜はなく面積も広く作業しやすい環境だった。

バケットとロータリーでは回転軸が違うため、シャフトを外し、ロータリーは少し離し

ておき、ユニバーサルジョイントを取り付けようと持ち上げたが、重くてうまく入らなか

った。真上からの作業ができず、トラクターの右後ろ横から、少し体制が斜めになる格好

でロックピンを押しながら差し込んだので、腰を伸ばした姿勢になってしまった。突然、

腰がぎくっとなり、ぎっくり腰の状態になった。

これは大変なことになったと思った。自分で車を運転し、近医受診。10分で到着。整形

外科の医師が診察、「MRIを撮ってくる必要がある」といわれ、また自車にて、15分ほど

の病院でMRIを撮ってもらい、第3腰椎圧迫骨折との診断。コルセットをして安静を保つよ

うにと病院に10日間入院。コルセットを処方された。入院中は固定し安静にしているだけ

だった。その後、指示により高価なバンドを付けたが効果が少ないように思えた。また、

作業時には邪魔で具合が悪く、夏は暑く、しかも締め付けられる感じが嫌いであまりつけ

ることはなかった。

事故原因と対策

ハローなどは簡単に付け替え

られるのだが、バケットとの交

換はいつも苦労していた。それ

でも年に1～2回のことであると

考え、無理をしてしまった。

また、年をとると重いものを

持つときは、骨も弱っているの

で、その後は重いものは息子に

頼んでいる。

いずれにして、ユニバーサル

ジョイントの装着には、ジョイ

ントの架台が欲しいものである。

無理な体勢で、ユニバーサルジョイントのロック
ピンを押しながら装着しようとして腰を痛めた。


